
 

  

 

会議録(概要）  

会議名  令和２年度 第１回芦屋町子ども・子育て会議  

会 場  芦屋町役場 3階 31 会議室  

日 時  令和２年 11 月 13 日（金） 15：00～16：15 

委員の出欠  委員長 小林 和子 出 委員 末廣 由香里  出 

副委員長  伊藤 亜希子 出 委員 岩崎 眞樹 出 

委員 中村 眞岐子 出 委員 向井 米子 出 

委員 本郷 あゆみ 出 委員 今田 和彦 出 

委員 濱野 頼子 出 委員 新開 晴浩 出 

委員 田口 夏絵 出 委員 石川 智雄 出 

委員 東 恒平 出 委員     

傍聴者  0 名  

件名・議題  議事  

(1) 委員長・副委員長の選出 

(2) 第 1期子ども・子育て支援事業計画令和元年度実績報告等について 

(3) 第 2期子ども・子育て支援事業計画の進捗管理について 

(4) その他 

合意事項 

決定事項  

(1) 委員長に小林和子委員、副委員長に伊藤亜希子委員が選出された。 

(2) 特になし 

(3) 事務局提案の進捗管理表を基本として進捗管理する。管理表の見易さ

を改善すること。 

(4) 特になし 
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令和２年度 第１回 芦屋町子ども・子育て会議 

○日時 令和２年 11 月 13 日（金）15：00～16：15 

◆協議  

＜議題１ 委員長・副委員長の選出＞  

○ 委員長・副委員長について、委員から推薦等なしのため、事務局から委員長に小林和

子委員を、副委員長に伊藤亜希子委員を提案した。 

 

【質疑・意見等】  

（委員一同） 異議なし 

 

＜議題２ 第 1 期子ども・子育て支援事業計画令和元年度実績報告等について＞  

○ 事務局から資料１「第 1期子ども・子育て支援事業計画書 第３章４に定める『地域

子ども・子育て支援事業』令和元年度実績報告」について説明した。 

 

 【質疑・意見等】 

（委 員） 

(1)延長保育について、計画上 117 人分を確保しているということだが、利用希望者

に対し、何人まで確保ができるものなのか。 

（事務局） 

例えば学童クラブであれば、施設の定員で 50 人＋50 人＋90 人の合計 190 人まで大

丈夫であるとか、施設等の種類により変わる。延長保育でいくと、各保育所の延長保

育の受け入れ可能人数は、保育士の先生が勤務可能か等によっても変わってくるので

回答が難しい。 

（委 員） 

(2)の放課後児童健全育成事業について、学童クラブの利用者数の上限はないという

話であったが、今年は新型コロナウイルスへの対応で厳しい状況だったと思う。今後

もコロナへの厳しい状況が続いていくとなったときに、学童の人数をどうしていくの

かと思うが。 

（事務局） 
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山鹿小学校におかれても学童クラブのコロナ対応では大変お世話になった。現在の

学童クラブの定員というのは施設の広さから出した定員数を目安として設定している

が、コロナにより状況が変わってきており、また、この状況がいつまで続くのかも見

えないところで、現在、早急に新たな施設を建てるといったことは考えていない。学

校関係にご協力をお願いして、密にならないように運営をしているところ。定数につ

いては、第 2期の子ども・子育て支援事業計画にもあるように子どもの数が減ってい

くことは見込まれているため、昨年までは定数が増えるということは考えていなかっ

た。ただ、状況が変わってきたので、状況に応じ、できる範囲で対応していかないと

いけないと考えている。 

今現在の登録者の中でも、ご家庭で保育が可能な方は家庭での保育をお願いしてい

るところ。その結果、利用者数は若干抑えられているため、一部屋当たり 25 人、30 人

と考えたときに現在のスペースでなんとかやっていけている。ただし、利用者数がま

た増えてくると、学校にも学童としてのスペース確保の相談をしないといけないかと

も考えているところだ。 

 

（委員長） 

続いて資料２、資料３について事務局から説明を。 

 

○ 事務局から資料２「平成 30 年度、令和元年（H31）年度子ども・子育て支援事業等の

取組状況」、資料３「新型コロナウイルス感染症に係る芦屋町独自の支援策（子育て

支援係世帯向け）」について説明した。 

 

【質疑・意見等】  

特になし 

 

＜議題３ 第 2 期子ども・子育て支援事業計画の進捗管理について＞  

○ 事務局から資料４「第 2期子ども・子育て支援事業計画 推進状況表」について説明

した。 
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【質疑・意見等】  

（委員長）  

表の一番左の項目（基本目標）や基本施策に同じものが並んでおり、見にくいと感

じる。見やすくして欲しい。 

（委 員） 

離乳食の指導について、りんご果汁を食べさせ始める時期について、最近では、6か

月児や 7か月児くらいからはじめるようになっていると思う。それを 4年前の私が指

導を受けたときのことだが、4カ月で始めた方が良いような指導を受けた。町の指導内

容がズレているのではないかと思うが。 

（委 員） 

以前の子どもに関しては 4カ月と言われていたが、最近生まれた子については、町

から 6か月や 7カ月という指導を受けた。国の言うこともコロコロ変わっている。 

（事務局） 

健康・こども課に管理栄養士がいて、離乳食教室なども公民館で行っている。そう

いった教室を行うには日ごろから研修などに参加し、みなさまに伝達しているところ

であるが、先ほどのようなご意見があったことは伝えていく。また、保育所等とも連

携をとることができないかも考えていきたい。 

（委 員） 

資料に記載のない内容の説明があった。説明することを資料の中に記載してほし

い。 

＜議題４ その他＞  

○ 事務局から連絡。次回会議開催は来年度の予定。 


